
 

 

 

    

    
 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

             

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月２９日（金） おじぃ、おばぁ、ありがとう 

令和８年度 奄美市立佐仁小学校 

令和８年６月２６日（６月号） 

【７月の行事予定】 
３日（金） PTA全体会、学級 PTA 

家庭教育学級 

１３日（月） 学校ピカピカ週間（～１６日） 

１７日（金） 終業式 

食育の日 

１８日（土） 青少年育成の日 

１９日（日） 家庭の日、市民清掃 

２０日（月） 祝日：海の日 

２１日（火）～ 保護者との教育相談 

（夏休み中） 

２３日（木） あまみ子ども読書・新聞の日 

 

※  行事等変更になる場合があります。

その際は、事前にご連絡します。 

１～４年生は、笠利小学校との合同遠足です。 

 

小の子供たちは、地域の高齢者の方々のことを、敬愛の気持ち 

今月の「蝶と太鼓と読書の佐仁小」  

こちらは、１～４年生の合同遠足です。５月２９日（金）、奄

美空港、奄美パークに行きました。 

笠利小の子どもたちは、３６人！ やや圧倒されながらも、

空港の消防施設や貨物の積み下ろし作業見学、奄美パー

クでのレクリエーションを楽しみました。午前中は、やや元気

のない佐仁っ子たちでしたが、お弁当を食べたあとは、元

気に笠利小の子どもたちとも楽しく遊ぶことができました。 

６月１５日（月）～１９日

（金）、ふるさと体験留学

で、奄美小から１人、朝日

小から４人の皆さんが佐

仁小にやってきました。 

～ 太鼓編 ～ 

５月２６日（火）～２７日（水）、５・６年生が、県立奄

美少年自然の家で笠利小学校と合同集団宿泊学習を

行いました。雨天ではありましたが、野外炊飯さんや灯

のつどいなど、宿泊学習ならではの活動を楽しみまし

た。活動を通して、笠利小の子どもたちとの交流ももてま

した。笠利中に進学しても協力して学べそうですね。 

たくましく成長しました！ 

～笠利小との合同集団宿泊学習～ 

 
 
 
 
 

曖昧な記憶ながら、私たちが小さかった頃は、社会が今より大らかで誰にでも優しかったよう
な気がしています。何をしても許されるとまでは言いませんが、外で元気よく遊びまわっておな
かが空けば、どこに行けば何があるかも知っていて今日は「ばんしろう」という具合・・・。もち
ろん、見つかって大目玉を食らったものです。今思えば若気の至りです。 
地域の方々の“こら～！”には、何とも言えない愛情も感じつつ。「叱る」という文化が根付い

ていたと思っています。地域の子どもたちは、家庭、学校、地域で育てるという形が今でも受け継
がれているところもあると感じます。 
では、子どもであれば何をしても許されるのでしょうか？ 
「子どもだから許されること」は、次のようなことではないかと思います。   

① 失敗すること （失敗を繰り返すことでさらに成長すればよい） 

② 分からないと言うこと （分からないと言って教えてもらえばよい） 
③ 助けてもらうこと （困っていたら助けを求めればよい） 
④ 練習すること （できるようになるまで練習すればよい） 
⑤ やり直すこと （うまくいかないと感じたらやり直せばよい） 

 
 子どもには、挑戦や失敗の余地が必要です。これらを繰り返しながら、少しずつ成長していくの
だと思います。最近は、大人が先回りして子どもに失敗させないようにすることが多くなったと
感じます。すると、失敗から学び、立ち上がって挑戦する力が育たなくなります。「失敗は成功の
もと」と言われますが、まさにそのことが大切で、失敗を前向きに捉えられるよう声掛けをしてい
きたいと思っています。 
では、「子どもでも許されないこと」とはどんなことなのでしょう。 
それは、「人を傷つける」ことです。 

① 人を傷つけること  

② 人をいじめること 
③ 危ないことをすること 
④ 人の物をこわすこと 
⑤ うそで人を困らせること 

  
人間が一緒に生きていれば、腹が立つこともあるでしょう。怒ったり嫌だと思ったりすること

もあるでしょう。そのときの「感情」をどのようにコントロールするかということが大切になりま
す。 
クールダウンしてから、例えば、「いやだった」と伝える。その場を離れる。大人に助けを求め

る。落ち着くのを待って話す。などを少しずつ覚えていくことで「人を傷つけない」ことの意味、
みんなで生きていくための大切なことを学んでもらいたいと思います。 

 

「子どもだから許されること」「子どもでも許されないこと」 

                                         校長 池野 吉寿 
少し恥ずかしかったけど…～笠利小との合同遠足～ 

６月１８日（木）、５・６年生を対象に「SOSの出し方教室」を行いました。講師

は、スクールカウンセラーの川元美穂子先生です。実際に「こころのもやもや度

チェック」や「ネガポジゲーム」などを行いながら、分かりやすく話してくださいま

した。子どもたちは、「嬉しい出来事もストレスになるのだと初めて知りました」

などと感想を出していました。 

大人は、子どもたちの出す SOS をしっかりと受け止めていきたいものです。 

SOSを出せるのは大きな力～SOSの出し方教室～ 

佐仁っ子も合わせて、１６人。総合的な学習の時間、佐仁太鼓の

練習に取り組みました。佐仁っ子たちは、それぞれ分かれて、留学

生の皆さんにたたき方やリズムを教えていました。発表会に向け

ての作品も、そろそろ仕上がってきているようです。 

 

 


